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ガウス過程回帰を用いて、核子-原子核散乱を記述する光学ポテンシャルの入射エネルギー依存性・陽子数依

存性を推定した。本講演では、その方法と結果を報告する。 
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1. 緒言 

近年、世界中で機械学習を利用した核反応データの評価研究が行われている。我々は、核子-原子核散乱の

断面積を評価するために、ガウス過程回帰を用いて最適な光学ポテンシャルパラメータを推定する研究を行

っている。前回までは、光学ポテンシャルパラメータの入射エネルギー依存性を推定する手法とその有用性

について報告した。今回はこの手法を発展させ、ガウス過程回帰を用いて、核子-原子核散乱を記述する光学

ポテンシャルに対し、パラメータの入射エネルギー依存性・陽子数依存性を推定した。本講演ではその手法

と結果について報告する。 

 

2. 手法と結果 

本研究では、陽子弾性散乱角度分布の

計算にチャネル結合光学模型[1]を用い、

ガウス過程回帰には GPy ライブラリ[2]

を採用した。まず、複数の同調体（中性

子数が同じ原子核）ごとに、様々な入射

エネルギーにおける弾性散乱角度分布

の実験データを再現するように、光学ポ

テンシャルにおける実部体積項の深さ

を決定した。次に、それらを訓練データ

としてガウス過程回帰を行い、訓練デー

タとして使用しなかった標的核に対して、実部体積項の深さを推定した。この推定結果を用いて、弾性散乱

角度分布を計算し、実験データと比較することで予測精度を確認した。左図には、中性子数が 28、陽子数が

22~26の標的核に対する角度分布から得た訓練データを用い、48Ca(陽子数 20)に対する実部体積項の深さの推

定結果を示してある。この推定結果のうち 65MeVでの値を用いて弾性散乱角度分布（右図）を計算したとこ

ろ、Kunieda et al. [3] の計算結果と同程度に実験データを再現していることが分かった。 
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図：ガウス過程回帰で推定した、中性子数 28、陽子数 20、任意の

エネルギーにおける光学ポテンシャルの深さと、それから求めた弾

性散乱角度分布 
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